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　本市特産の狭山茶は、
永い歴史の中で先人達
のたゆまぬ努力により
育まれ、市を象徴する
農産物として、その名
声を全国に轟かせており、市民の誇りである。
　しかしながら、昨年３月11日に発生した東日
本大震災に伴う福島原子力発電所の事故によ
る、放射能汚染で国の暫定規制値を超えた放射
性物質が茶葉の一部で検出され、それ以降、茶
の信頼性が失われ風評被害も伴って、狭山茶
は、大きな打撃を受け、今まさに茶業経営は存
続の危機にたたされている。
　そこで、新茶の時期を迎えるにあたり、狭山
市議会として、以下のとおり決議する。

１．平成２４年度産の狭山茶の安全を確認し、
ＰＲに努める。

２． 狭山茶の信頼と消費回復、そして更なる消
費拡大については、行政・市民・事業者 ･
各種団体等に呼びかけ、一丸となって取り
組む。

狭
山
茶
の
信
頼
回
復
に
支
援

　

農
林
水
産
業

Q　

狭
山
茶
信
頼
回
復
・
消
費
拡
大

事
業
費
補
助
金
の
内
容
は
。

A　

狭
山
市
茶
業
協
会
と
一
体
と
な

り
、狭
山
茶
の
信
頼
と
消
費
回
復
、拡

大
策
に
取
り
組
む
。

新
し
い
西
口
で
の

七
夕
ま
つ
り
に
期
待

　

商　

工

Q　

市
民
広
場
が
開
設
さ
れ
、新
し

い
形
で
の
七
夕
ま
つ
り
が
期
待
さ
れ

る
が
、ど
の
よ
う
な
七
夕
に
な
る
か
。

花
火
は
ど
う
か
。

A　

市
民
広
場
を
活
用
し
、市
内
外

に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
、七
夕
ま
つ
り

実
行
委
員
会
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

花
火
は
、実
行
委
員
会
で
も
増
や
す

と
い
う
意
見
が
あ
り
、検
討
し
た
い
。

新
狭
山
公
園
プ
ー
ル
を
解
体

　

建　

設

Q　

新
狭
山
公
園
プ
ー
ル
跡
地
は
、

ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の
か
。

A　

運
動
施
設
が
公
園
に
併
設
さ
れ

て
お
り
、駐
車
場
に
活
用
す
る
予
定
。

Q　

市
営
住
宅
鵜
ノ
木
団
地
の
建
て

替
え
事
業
費
に
関
連
し
て
、市
営
住

宅
の
申
し
込
み
と
待
機
の
状
況
は
。

A　

待
機
者
は
、19
年
度
の
55
人
か

ら
22
年
度
は
31
人
、23
年
度
は
15
人

に
な
る
見
込
み
で
、減
少
傾
向
に
あ

る
。22
年
度
は
、さ
く
ら
野
団
地
の
入

居
希
望
者
が
全
体
の
３
割
を
占
め
て

お
り
、入
居
倍
率
は
約
７
倍
。

団
員
の
加
入
促
進
の
た
め
に

　

消　

防

Q　

消
防
団
員
が
集
ま
り
に
く
い
状

況
の
中
、報
酬
を
引
き
上
げ
る
こ
と

も
含
め
て
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
。

A　

消
防
団
員
の
報
酬
は
、９
年
に

改
正
し
て
以
来
、15
年
が
経
過
し
て

い
る
。今
後
、近
隣
市
の
状
況
、消
防

団
の
意
向
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

Q　

備
蓄
倉
庫
に
貯
蓄
し
て
い
る
非

常
食
は
、何
日
分
で
何
食
あ
る
の
か
。

何
を
購
入
す
る
の
か
。

A　

ア
ル
フ
ァ
米
な
ど
を
７
万
５
千

食
備
蓄
し
て
い
る
。24
年
度
予
算
で

は
、ア
ル
フ
ァ
米
１
２
０
箱
、カ
ン
パ

ン
１
５
０
箱
、粉
ミ
ル
ク
26
箱
を
購

入
す
る
予
定
。

耐
震
補
強
工
事
と

ク
ー
ラ
ー
設
置
が
進
む

　

教　

育

Q　

小
・
中
学
校
の
体
育
館
の
耐
震

補
強
工
事
と
、校
舎
の
除
湿
温
度
保

持
工
事
は
、い
つ
ご
ろ
ま
で
に
全
て

終
わ
る
の
か
。

A　

体
育
館
の
耐
震
補
強
工
事
は
、

24
年
に
小
学
校
３
校
、中
学
校
１
校

で
工
事
を
実
施
し
、27
年
度
末
ま
で

に
は
全
校
の
耐
震
化
を
完
了
さ
せ
る

予
定
。除
湿
温
度
保
持
工
事
は
、防
衛

省
の
補
助
を
受
け
、24
年
度
に
は
山

王
・広
瀬
小
学
校
で
実
施
す
る
予
定
。

27
年
末
に
は
全
小
・
中
学
校
の
冷
房

化
を
完
了
さ
せ
た
い
。

Q　

公
民
館
の
空
調
工
事
と
耐
震
補

強
工
事
の
進
捗
状
況
と
、今
後
の
計

画
は
。

A　

耐
震
補
強
工
事
の
対
象
は
、入

曽
・堀
兼
・新
狭
山
・奥
富
・柏
原
・水

富
の
６
館
。24
年
度
に
は
水
富
公
民

館
で
実
施
し
27
年
末
ま
で
に
は
全
館

の
工
事
が
完
了
す
る
よ
う
進
め
る
予

定
。空
調
機
器
改
修
は
、24
年
度
に
水

野･

柏
原
公
民
館
、25
年
度
に
富
士
見･

奥
富
公
民
館
で
実
施
す
る
予
定
。

反
対
討
論　
　

高
橋
ブ
ラ
ク
ソ
ン
久
美
子
議
員

　
　
　
　
　
　

広
森
す
み
子　

議
員

賛
成
討
論　
　

新
良　

守
克　

議
員

医
療
と
福
祉
の
充
実
を

◆
平
成
24
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算《 

総
員
賛
成
で
原
案
可
決 

》

Q　

特
定
健
康
診
査
の
目
標
受
診
率

は
65
％
だ
が
、今
ま
で
の
受
診
率
は
。

A　

22
年
度
が
41
・５
％
、23
年
度
は

１
月
25
日
現
在
で
33
・８
％
。目
標
の

65
％
に
は
届
い
て
い
な
い
。

◆
平
成
24
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

《 

17
人
賛
成
で
原
案
可
決 

》

Q　

保
険
料
の
減
免
の
状
況
は
。

A　

２
月
現
在
で
火
災
な
ど
の
災
害

に
よ
る
も
の
が
２
件
、生
活
困
窮
に

よ
る
も
の
が
36
件
。金
額
で
は
73
万

９
千
円
を
減
免
し
て
い
る
。

◆
平
成
24
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
予
算

《 

17
人
賛
成
で
原
案
可
決 

》

Q　

保
険
料
が
値
上
げ
さ
れ
る
と
、

狭
山
市
の
影
響
額
は
全
体
で
ど
の
く

ら
い
に
な
る
か
。

A　

24
年
度
の
予
算
額
と
の
比
較
で
、

１
億
５
２
０
０
万
円
ほ
ど
多
く
な
る
。

Q　

保
険
料
の
軽
減
措
置
は
継
続
す

る
と
聞
い
て
い
る
が
、対
象
者
数
は
。

A　

全
体
で
約
６
４
０
０
人
を
見
込

ん
で
い
る
。被
保
険
者
数
で
約
１
万

４
６
０
０
人
、約
44
％
に
な
る
。

窓
口
業
務
を
委
託
化

◆
平
成
24
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算

《 

17
人
賛
成
で
原
案
可
決 

》

Q　

水
道
料
金
が
払
え
な
い
低
所
得

者
、生
活
困
窮
者
へ
の
対
策
は
。

A　

福
祉
事
務
所
と
の
連
携
を
十
分

に
と
っ
て
い
き
た
い
。

反
対
討
論　
　

高
橋
ブ
ラ
ク
ソ
ン
久
美
子
議
員

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど

39
億
円
で
取
得

◆
財
産
の
取
得

狭
山
市
駅
西
口
再
開
発
事
業
の
公

益
施
設
を
取
得
す
る
も
の

《 

17
人
賛
成
で
原
案
可
決 

》

Q　

取
得
す
る
公
益
施
設
の
土
地
と

建
物
の
取
得
金
額
が
原
価
と
な
る
理

由
は
。

A　

市
と
都
市
再
生
機
構
で
締
結
し

た
基
本
協
定
書
と
覚
書
の
中
で
、市

が
原
価
で
取
得
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
た
め
。

職
員
給
与
を
引
き
下
げ

◆
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
改
正

《 

18
人
賛
成
で
原
案
可
決 

》

Q　

今
回
の
経
過
措
置
額
の
廃
止
で
、

狭
山
市
の
影
響
は
。ま
た
、人
事
院
勧

告
ど
お
り
の
対
応
を
と
る
理
由
は
。

A　

24
年
４
月
１
日
で
、全
職
員
の

約
21
％
が
支
給
対
象
と
な
り
、そ
の

平
均
の
経
過
措
置
額
が
約
１
万
７
０

０
円
と
見
込
ん
で
い
る
。国
家
公
務

員
と
県
で
は
状
況
が
異
な
り
、当
市
は

人
事
院
が
示
す
国
の
状
況
に
近
く
、

人
事
院
勧
告
に
準
拠
し
速
や
か
に
職

員
の
給
与
水
準
の
是
正
を
図
る
措
置

を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
。

委
員
会
提
出
議
案

◆
狭
山
茶
の
信
頼
と
消
費
回
復
、
そ

し
て
更
な
る
消
費
拡
大
を
促
進
す
る

決
議（
第
１
号
）

提
出
委
員
会　
　

総
務
経
済
委
員
会

《 

総
員
賛
成
で
原
案
可
決 

》

そ
の
他
の
議
案  

総
員
賛
成
で
可
決
◆
専
決
処
分
の
承

認　

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任（
奥
冨
和
夫
氏
、須
田
芳

昭
氏
）　

◆
農
業
委
員
会
の
選
挙
に

よ
る
委
員
の
選
挙
区
及
び
各
選
挙
区

定
数
条
例
の
廃
止　

◆
こ
ど
も
医
療

費
支
給
条
例
及
び
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
支
給
条
例
の
一
部
改
正　

◆

心
身
障
害
者
医
療
費
支
給
条
例
の
一

部
改
正　

◆
土
地
改
良
事
業
の
経
費

の
賦
課
徴
収
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正　

◆
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改

正　

◆
埼
玉
西
部
広
域
事
務
組
合
の

共
同
処
理
す
る
事
務
の
変
更
及
び
規

約
の
変
更　

◆
平
成
23
年
度
補
正
予

算（
狭
山
都
市
計
画
事
業
狭
山
市
駅
東

口
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
、

下
水
道
事
業
会
計
）　
◆
平
成
24
年
度

狭
山
都
市
計
画
事
業
狭
山
市
駅
東
口

土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会
計
予
算

◆
市
道
路
線
の
認
定･

廃
止（
各
１
件
）

17
人
賛
成
で
可
決
◆
平
成
23
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算　

◆
平
成
24
年
度

下
水
道
事
業
会
計
予
算

◆平成24年度　一般会計予算

賛成討論（要旨）　　志　政　会

▼ 経費の節減や事業の選択と集中などによる行財政改
革の取り組みの効果が大きい。　 ▼市民や市内事業所か
らの血税を大切にするという姿勢が伺え、誠実な取り組み
を評価する。　 ▼原発事故からの教訓が予算にも反映さ
れており、市民の「生活」「健康」に不安を与えている問題
への対応を確実に進めている。　 ▼高齢者福祉の充実に
おける、地域包括支援センターの人員増を評価する。

▼土曜日の保育時間の延長は、仕事と子育ての両立支
援において大変有効な策である。　 ▼小・中学校の体育
館耐震補強工事を４校、冷暖房工事を２校実施すること
で、子どもたちの安全で快適な学習環境の確保への取り
組みを評価すると同時に、引き続き積極的に取り組まれる
よう、要望する。　 ▼市民が主役の、誰もが愛着がもてる
地域づくりにむけての協働事業を期待する。

反対討論（要旨）　　日本共産党

▼ 多額な税金が投入された西口事業。にぎわいづくりの
具体策を求める。　 ▼新しい中央公民館に無料駐車場が
ないことは問題である。　 ▼職員が削減される一方で臨時
職員が恒常化している。正規職員としての雇用を。　 ▼保
育所の給食提供は直営で行うことを求める。　 ▼公立幼稚
園が２園に減らされるが、３年保育や預かり保育の実施で、
各地域に幼稚園を。　 ▼消防広域化の準備が始まるが、
狭山にとって消防力の低下にならないよう求める。　 ▼狭
山市は他市と比べて突出した基金を保有している。これら
を活用して市民要望に応える施策の実施を求める。
反対討論（要旨）　　無　所　属

▼現在の自治協力員報酬は、違法との判決があった。予算
執行できないので、認定できない。　 ▼広域消防組合によ
る消防は、市民に利益が薄いので反対である。

◆平成24 年度水道事業会計予算にも反対討論あり

討 論 議案に賛成･反対します

会会議録議録がが閲覧閲覧できますできます

　議案質疑と一般質問の内容をお知
りになりたい方は､会議録をご覧くださ
い。第１回定例会の会議録は､市役所
行政資料室､公民館､図書館で５月下
旬からご覧いただけます。また、市議会
ホームページでもご覧いただけます。
http://www.city.sayama.saitama.jp/gikai

狭山茶の信頼と消費回復、

そして更なる消費拡大を促進する決議


